
第３回南陽市立荻小学校・宮内小学校統合準備委員会議録（概要） 

 

日時：令和５年７月２７日（木）  

午後７時００分～８時００分 

場所：金山公民館 ２階 大会議室 

１ 出席者（１４名） 

川合統合準備委員会委員長、我妻副委員長、菊地荻小 PTA副会長、加藤宮小 PTA副会長、

山口吉野公民館長、星宮内公民館長、小林金山公民館長、吉水荻小学校長、佐々木荻小学校教

頭、八島宮内小学校長、吉田宮内小学校教頭、鈴木管理課長、佐野学校教育課長、加藤管理課

長補佐 

 

２ 委員長挨拶（川合委員長） 

  

３ 報告事項要旨（鈴木管理課長） 

 ○前回協議事項及び課題の確認 

  ※前回協議事項は省略、課題については以下のとおり 

  ①総務部会 

   ・荻小学校にある校歌の額をどうするか 

   ・地区から、校歌を残すとしたら形にしてはとの声あり 

  ②ＰＴＡ部会 

   ・荻小でやっていた行事について、宮小でも取り入れられるものについては継続して協議する 

  ③教育課程部会 

   ・令和 6年度の教育課程についてどうするか 

  ④整備部会 

   ・通学ルートの検討 

   ・年度当初の低学年の下校対応（16時まで待たなければならない児童がいるかもしれない） 

   ・備品や図書の取扱い、特に備品については、宮小で受入れが必要なものについては受入れ。 

    図書については、基本的に移動はしないが、宮小で必要なものがあれば学校間で協議。 

    （図書については、充足率 100％を大きく超えているが、必要なら学校間で協議） 

   

４ 協議事項要旨（座長 佐野学校教育課長） 

（１）各部会の進捗状況について 

  ①総務部会 

・現在小滝小の中にある物品について、要不要の判断を行いながら整理する考えがある旨の

情報提供（報告：管理課長） 

     【統合委員会で出された質問意見】 

      ※避難所としての機能は残すのか → その通り 

  ②ＰＴＡ部会 

    ・両ＰＴＡで、懇親を深めながら次年度以降の話をしていく旨報告（報告：我妻副委員長） 

 

 



  ③教育課程部会 

    ・6/26～30の交流ウィークについての報告と、2学期以降の予定の情報提供 

（報告：荻小学校長） 

  保護者のアンケートから、子供たちの様子からすごく良い経験になったという声が多かった。 

  小規模校から規模が大きい学校に行くことになるので、うるさいと感じる場合もあったが、

そういう環境に慣れて成長せねばというプラスの意見もあった。 

  スクールバスについては大きな問題はなかったが、冬期間の運用について考えてもらいた

いという意見があった。また、朝のバスの時刻が、北部バスと中学校バスと重なってしまい

運行的な問題が多少あったので、2学期については時間をずらしての運行を考えている。 

  バス乗り場に、時刻がわかる時計があると良いという意見もあった。 

  全般的には好評だったので、2学期も宮小と保護者と連携を取って交流していく。 

→宮小校長とＰＴＡ委員からも交流ウィークの感想について発言、子供たちが興味を持って

取り組んでいたこと、また宮小においては、これから運動会に向けて職員間で情報共有

をはかり、荻小からの希望を取り入れながら配慮していく旨報告。 

   →学校教育課長からは、教育委員会でこの統合委員会の状況を報告し、教育委員から

は先日小林金山公民館長からいただいたお話と同様、「今はまだお客様なので、4月か

らが大事。それに向けて宮小でもうまく準備していく必要がある」という意見が寄せられ

たことを報告。 

      【統合委員会で出された質問意見】 特に無し 

    

  ④整備部会 

   ○スクールバス運行にかかるルート設定等について（説明：管理課長） 

    ・バスは荻小バス（マイクロバス）を利用 

    ・冬期間の運行、特に旧道を通るとする場合に課題がある。 

     （吹き溜まりへの対処、寒い中での子供たちの待機場所の問題等） 

     →今後、特に金山地区の保護者と協議を進め、ルートその他について今後整備部会に示し

たい旨説明。 

    ・小学校新 1年生は当分帰りが早い。運転手と話をしており、その子のために本来「一日 

一便」のところ、「一日二便」出来るかどうかを打診中。現在のところは可能との判断。 

   

【統合委員会で出された意見等】 

      ※バスの運行については、吉野地区も金山地区についても調整をしながらということになるか

と思うが、交流ウィーク等の機会が限られている中なので、教育委員会の方から、ある程度「こ

ういう方向で進める」的な進め方をしてはどうか 

        →ルートや時間については読めない部分もあり難しさもある。出来れば試験走行などもやっ

てみたい。そのために金山地区の方とも協議をしながら進めていく。 

 

    ※荻小学校にある図書の取扱いについて（意見：宮内公民館長） 

       荻小学校にある図書については、宮内小学校以外の学校や地区公民館等に本を移管したり 

する前に、現在読書に力を入れている宮内小学校へ優先的に移す必要があるのではない 

か。文化的な遺産や歴史をどうするかも大事だが、荻小から移すべき本を宮小の先生方に

「選んでもらう」作業は早い段階でやるべき。そういう部分を大事にしてほしい。 

 →できるだけそのような機会を作っていくということで合意。 



５ その他 

 ○金山地区の停留所にあるバス停の管理主体について（質問：管理課長） 

  （金山公民館長） 

  ・基本的には地区で「管理」を行うが、バス停は「名称」と「覚書」があり、教育委員会で「整備」 

しなければならない、ということになっている。（金山地区の場合） 

     →バス停への時計設置の検討等もあるので、今後考えていく。 

 

６ 次回委員会の日程  ９月２８日（木）午後７時～ 金山公民館 

  

７ 閉 会 

 


